
秋
田
藩
主
を
つ
と
め
た
大
名
家
に
伝
来

し
た
資
料
の
う
ち
、
お
よ
そ
六
０
０
０
点

の
資
料
が
「
佐
竹
文
庫
」
と
称
さ
れ
、
当

。

、

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
な
か
に

江
戸
幕
府
の
将
軍
が
佐
竹
氏
に
対
し
て
秋

田
の
地
を
領
地
と
し
て
安
堵
し
た
文
書
を

含
み

「
領
知
判
物
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

、
写
真
１
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）

に
徳
川
家
康
が
佐
竹
義
宣
に
与
え
た
領
知

判
物
（
Ａ
Ｓ
３
１
７

７

１
）
で
す
。

―

―

こ
の
判
物
に
は
「
出
羽
国
内
之
内
、
秋
田

・
仙
北
両
所
進
置
候
」
と
あ
る
も
の
の
知

行
高
が
記
さ
れ
ず
、
義
宣
は
石
高
不
明
の

ま
ま
常
陸
か
ら
秋
田
に
国
替
え
と
な
り
ま

し
た
。
秋
田
藩
の
知
行
高
が
明
ら
か
と
な

る
の
は
、
お
よ
そ
六
〇
年
後
の
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
に
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
が

二
代
藩
主
佐
竹
義
隆
に
与
え
た
領
知
判
物

（
写
真
２

Ａ
Ｓ
３
１
７

２
１

１
）

―

―

で
す
。
こ
の
と
き
に
、
秋
田
藩
の
知
行
高

が
二
〇
万
五
八
〇
〇
石
余
と
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

佐
竹
文
庫
に
残
る
領
知
判
物
は
す
べ
て

写
し
で
す
が

「
檀
紙
（
だ
ん
し

」
と
呼

、

）

ば
れ
る
、
楮
を
原
料
と
し
た
厚
手
で
表
面

が
縮
面
の
よ
う
に
し
わ
状
に
な
っ
た
上
質

の
和
紙
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大

き
さ
と
質
感
か
ら
は
幕
府
が
大
名
に
領
地

を
安
堵
す
る
文
書
の
重
要
性
を
表
す
の
に

ふ
さ
わ
し
い
迫
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す

（
加
藤
昌
宏
）

秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
所
蔵
す
る
行
政
文
書
や
古

文
書
を
活
用
し
た
次
の
３
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
な
る
「
公

文
書
館
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

は
じ
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
対
象
の
「
古
文
書
入
門

コ
ー
ス
」
は
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
の
書
状
や
、
上

の
記
事
で
紹
介
し
た
徳
川
家
康
か
ら
の
「
領
知
判
物
」

な
ど
の
有
名
な
古
文
書
を
使
用
し
、
古
文
書
の
基
礎
知

識
や
解
読
の
初
歩
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
古
文
書
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
、
現
在
勉

強
さ
れ
て
い
る
方

地
域
で
活
動
し
て
い
る
方
に
は

古

、

「

文
書
解
読
コ
ー
ス
」
が
お
勧
め
で
す
。
秋
田
藩
政
を
研

「

」
「

」

究
す
る
う
え
で
基
本
と
な
る

国
典
類
抄

・

御
亀
鑑

は
も
ち
ろ
ん
、
濁
酒
作
り
禁
止
策
の
功
罪
を
論
じ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
古
文
書
も
使
用
し
、
解
読
の
知
識
や
方
法
を

よ
り
深
め
る
と
と
も
に
歴
史
的
背
景
を
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
歴
史
資
料
や
公
文
書
館
の
諸
活
動
に
興
味

・
関
心
が
あ
る
方
に
は
、
当
館
の
資
料
利
用
方
法
や
、

資
料
保
存
活
動
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

「

」

。

目
的
と
し
た

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す

安
東
氏
や
小
野
寺
氏
を
中
心
と
し
た
戦
国
時
代
の
秋

田
、
江
戸
時
代
の
久
保
田
城
下
の
町
人
生
活
、
近
代
秋

田
の
女
学
校
に
つ
い
て
の
解
説
の
ほ
か
、
今
年
三
月
に

秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
、
秋
田
県
庁
作
成

の
公
文
書
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。受

付
開
始
は
六
月
十
日
（
木
）
か
ら
。
詳
し
い
内
容

は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
当
館
に
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
い
、
公
文
書
館
講
座
へ
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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横
手

当
館
閲
覧
室
に
て
「
公
文
書
館
収
蔵
資
料
に
み
る

」
展
示
中
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇

）
か
ら
昭

・
平
鹿

二

和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
に
至
る
絵
図
や
公
文
書
の
一

部
を
展
示
し
て
い
ま
す

ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。

。



古
文
書
倶
楽
部

号
に
、
初
岡
敬
治
が
鰻
を
好
ん
で

25

食
べ
た
話
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
初
岡
敬
治

と
土
佐
藩
主
だ
っ
た
山
内
容
堂
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
交

遊
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
が
放
映
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
山
内
容
堂
は
し
ば
し
ば
酒
盃
を
片
手
に

登
場
す
る
白
髪
頭
の
人
物
で
す
。
幕
末
の
四
賢
侯
の
一

人
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
館
所
蔵
「
東
山
文
庫
」
に
、
秋
田
藩
で
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
て
主
に
書
記
と
し
て
活
躍
し
た
、
安
東
半

助
の
日
記
が
数
点
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
冊
に
「
東

京
詰
合
日
誌

（
Ａ
Ｈ
３
１
２

２
９
１
）
と
い
う
、

」

―

明
治
三
年
に
半
助
が
書
記
役
と
し
て
東
京
出
張
中
に
書

い
た
日
記
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
記
の
二
月
九
日
の
記

に
「
初
岡
君
、
今
日
土
州
容
堂
公
よ
り
召
さ
れ
候
而
、

函
崎
御
屋
敷
江
七
ツ
時
（
午
後
四
時
）
よ
り
参
ら
れ
候

事
」
と
あ
り
敬
治
が
山
内
容
堂
に
招
待
さ
れ
て
容
堂
が

当
時
住
ん
で
い
た
箱
崎
の
田
安
御
殿
（
現
中
央
区
日
本

橋
箱
崎
町
）
へ
参
上
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

田
安
御
殿
は
、
容
堂
が
公
武
合
体
な
ど
で
尽
力
し
た
功

に
よ
り
下
賜
さ
れ
た
屋
敷
で
す
。
ま
た
敬
治
は
秋
田
の

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

容
堂
と
敬
治
の
交
流

蕗
摺
十
枚
・
カ
タ
ク
リ
二
本
を
お
み
や
げ
に
持
参
し
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

敬
治
は
、
当
時
秋
田
藩
論
を
代
表
す
る
公
議
人
と
し

て
新
政
府
の
政
治
に
参
画
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
ら

容
堂
と
敬
治
と
の
間
に
交
流
が
生
ま
れ
て
い
た
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
日
記
の
中
に
「
先
頃
よ
り
之
一
件
も
皆

々
事
相
済
候
ニ
付
、
先
月
両
藩
離
杯
も
酌
候
上
ニ
、
今

日
御
召
ニ
相
成
り
候
事
大
慶
也
」
と
あ
り
、
一
件
の
内

容
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
一
件
が
解
決
し
た
こ
と
で
招

待
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
山
内
家
と
佐

竹
家
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
て
、
当
時
十
一
代
藩
主
佐
竹

義
睦
の
夫
人
悦
子
（
諒
鏡
院
・
三
の
丸
様
）
は
、
土
佐

十
二
代
藩
主
山
内
豊
資
の
女
で
し
た
か
ら
重
々
の
姻
戚

の
間
柄
で
す
。

さ
て
半
助
は
、
翌
十
日
に
敬
治
に
呼
ば
れ
、
昨
夜
容

堂
に
招
待
さ
れ
た
時
の
様
子
を
聞
か
さ
れ
ま
す
。
同
席

者
は
秋
田
右
京
亮
と
い
い
、
三
春
藩
主
の
秋
田
映
季
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
同
席
し
て
い
た
の
か
は
不
明

で
す
。
さ
ら
に
容
堂
の
美
人
の
愛
妾
二
人
も
同
席
し
て

い
ま
す
。
宴
席
中
に
約
束
が
出
来
た
ら
し
く
、
こ
の
十

六
日
に
は
秋
田
藩
の
吾
妻
橋
屋
敷
（
現
墨
田
区
吾
妻
一

丁
目
・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
一
帯
）
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な

り
、
当
日
は
秋
月
公
と
愛
妾
も
伴
う
の
で
役
人
な
ど
は

出
な
い
で
欲
し
い
と
の
要
望
で
し
た
。
秋
月
公
と
は
、

秋
月
藩
主
で
福
岡
藩
の
支
藩
（
五
万
石
）
黒
田
長
徳
で

す
。
こ
の
黒
田
家
へ
は
、
三
代
藩
主
佐
竹
義
処
七
女
岩

姫
が
嫁
い
で
い
る
の
で
、
こ
れ
も
姻
戚
関
係
に
あ
り
ま

す
。容

堂
か
ら
は
鴨
を
頂
戴
し
、
十
二
日
に
屋
敷
中
の
者

が
集
ま
り
賞
味
の
宴
会
を
開
き
、
夜
の
十
時
頃
皆
大
酔

し
て
帰
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
約
束
の
十
六
日
、
容
堂
と
黒
田
公
は
二
人

の
供
を
連
れ
、
日
暮
に
船
で
隅
田
川
を
遡
り
吾
妻
藩
邸

を
訪
問
。
約
束
の
愛
妾
二
人
は
伴
わ
な
か
っ
た
が
、
芸

妓
を
二
人
ば
か
り
招
い
て
満
悦
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
段

々
酔
う
程
に
敬
治
を
「
公
議
人
」
と
か
「
先
生
」
な
ど

と
呼
ん
で
大
分
ご
機
嫌
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
や
が
て

迎
え
の
供
が
十
人
ば
か
り
来
て
、
夜
四
ツ
時
（
十
時
）

に
帰
邸
し
ま
し
た
。
半
助
の
日
記
に
は
「
先
ツ
惣
々
相

済
、
大
安
心
之
事
ニ
候
也
、
敬
治
殿
も
人
傑
也
」
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
夜
秋
田
藩
か
ら
は
公
用
人
二
人
が
出
席

と
あ
り
ま
す
。
敬
治
は
春
琴
の
掛
物
二
幅
拝
領
し
た
と

あ
り
ま
す

『
初
岡
敬
治
日
記

（
混
架
２
５
１

２
１

。

』

―

１
〜
７
「
初
岡
綱
正
日
記
１
〜
７

）
も
当
館
に
所

―

」

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
明
治
三
年
の
四
月

ま
で
が
欠
け
て
い
ま
す
。

十
九
日
に
は
、

こ
れ
ま
た
容
堂
か

ら
頂

戴

し

た
酒

を
、
有
明
楼
と
い

う
料
亭
で
芸
妓
を

四
五
人
呼
ん
で
、

屋
敷
中
の
者
が
集

ま
り
大
宴
会
を
催

し
、
夜
五
つ
（
八

時

過
ぎ
か
ら

金

）

「

兵
衛
」
な
る
料
亭

に
席
を
移
し
二
次

会
が
始
ま
り
、
子
の
刻
（
十
二
時
）
ま
で
飲
み
、
門
限

、

。

超
過
の
た
め

翌
日
に
帰
邸
届
け
を
提
出
し
て
い
ま
す

敬
治
は
二
月
二
十
三
日
に
秋
田
へ
帰
り
ま
す
が
、
そ

れ
か
ら
一
年
後
の
明
治
四
年
三
月
、
中
央
で
反
政
府
陰

謀
事
件
が
発
覚
し
、
首
謀
者
の
一
人
に
与
し
た
と
し
て

召
喚
さ
れ
、
東
京
府
へ
出
頭
、
十
二
月
三
日
に
判
決
が

下
り
、
庶
人
へ
落
と
さ
れ
た
う
え
斬
罪
に
処
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
敬
治
は
四
十
三
歳
で
し
た
。
容
堂
と
敬
治

は
僅
か
の
触
合
い
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

を
知
っ
て
容
堂
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
容
堂
は
翌
年
の
六
月
、
病
を
得
て
四
十
六
歳
で

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た

（
嵯
峨
稔
雄
）

。
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「初岡綱正日記」

…
秋
田
蕗
摺
。
秋
田
蕗
の
葉
脈
や
茎
の
細
か
い
筋
を
布
や
紙
に
鮮
明
に
刷
り
込
む
染
織
工
芸
。

蕗
摺
（
ふ
き
ず
り
）

「東京詰合日記」明治３年２月９日


